
【 お 問 い 合 わ せ 】 　 受 付 時 間  8 ： 3 0 ～ 1 7 ： 0 0 （ 月 曜 休 館 ）

那 珂 市 中 央 公 民 館 T E L 　 0 2 9- 2 9 8- 5 6 8 0 　 F A X 　 0 2 9- 2 9 5- 6 9 7 2
E- m ail 　 c h u u o u- k @ ci t y. n a k a.l g. j p

往 復 は が き で の 申 込 み 　 公 民 館 窓 口 で の 申 込 み

◎ ８ 月 1 2 （ 水 ） 公 民 館 必 着 分 ま で
※ 消 印 有 効 で は あ り ま せ ん の で 、 日 に ち に 余 裕 を 持 っ て 投 函 し て く だ さ い 。

◎ ８ 月 1 2 日 （ 水 ） 午 後 ４ 時 ３ ０ 分 ま で
※ 官 製 は が き に 申 込 者 の 住 所 ・ 氏 名 を ご 記 入 の う え ご 持 参 く だ さ い 。

P u bli c h all c o u r s e s

◎ ８ 月 1 2 日 （ 水 ） 正 午 ま で 受 付
【 申 込 手 順 】

① 該 当 す る Ｑ Ｒ コ ー ド を 読 み 取 り ま す 。 

②  メ ー ル ア ド レ ス を 入 力 し 、 メ ー ル に 届 い た  U R L  を 開

き ま す 。（ 登 録 済 み の 方 は  U R L  な し で 進 み ま す ）

③ 質 問 事 項 に 回 答 し て く だ さ い 。

④  完  了 メ ッ セ ー ジ が 出 た ら 申  込  完  了  。 必 ず ご  確  認 く だ さ い 。

■ 申 込 方 法

■ 受 講 者 の 決 定

○  対 象 は 、 原 則 、 那 珂 市 在 住 ・ 在 学 ・ 在 勤 の 方 で す 。 そ れ 以 外 の 方 は 、

お 申 し 込 み を い た だ い た 上 で キ ャ ン  セ  ル  待  ち  扱  い と し ま す 。

○  キ ャ ン  セ  ル  待  ち の  方 に は 、 定 員 未 満 の 講 座 に 限 り 、 8 月 2 6 日 (  水 )  以 降

に 電 話 で 受 講 伺 い の ご 連 絡 を 入 れ ま す 。

○  受 講 申 込 期 限 以 降 も 、 定 員 未 満 の 講 座 に 限 り 、 ８ 月 ２ ９ 日 （ 土 ） ま で 追

加 申 込 み を 受 け 付 け ま す 。 受 講 料 等 を 添 え て 中 央 公 民 館 窓 口 で お 申 し

込  み く だ さ い  。

○  申 込 数 が 定 員 を 超 え た 場 合 は 、 抽 選 に な り ま す 。 た だ し 、 初 め て 受 講

す る 方 を 優 先 し て 受 講 者 を 決 定 し ま す 。

○  応 募 状 況 等 に よ り 、 運 営 に 差 し 支 え な い 範 囲 で 受 講 者 数 を 変 更 す る こ

と も あ り ま す 。

○  受 講 決 定 可 否 は 個 別 に ご 連 絡 し ま す 。『 い ば ら き 電 子 申 請 ・ 届 出 サ ー ビ ス 』

で お 申 し 込 み の 方 は 、 公 民 館 か ら の メ ー ル が 『 迷 惑 メ ー ル 』 に 振 り 分 け

ら れ て い な い こ と を 確 認 の 上 、 ８ 月 １ ８ 日 (  火 )  を 過 ぎ て も 通 知 が 届 か な

い 場 合 は 公 民 館 へ ご 連 絡 く だ さ い 。

○  受 講 料 納 入 期 間 は 8 月 1 8 日 (  火 )  ～ 8 月 2 ５ 日 (  火 ) 、 受 付 時 間 は 9 ： 0 0

～ 1 6 ： 3 0 で す 。 期 限 日 以 降 は 、 キ ャ ン セ ル と 判 断 し ま す の で ご 注 意 く

だ さ い 。 ※ 8 月 2 4 日 (  月 )  は 休 館 日 で す 。

公 民 館 講 座
令 和 8 年 度

後 期

［ 記 入 例 ］

往 信 （ 表 ） 返 信 （ 裏 ）

3 1 1 -0 1 1 8
往 信

那 珂 市 福 田

1 8 1 9 番 地

那 珂 市

中 央 公 民 館 行

※  こ  ち  ら  の  面
に は 何 も 記
入 し な い で
く だ  さ い  。

返 信 （ 表 ） 往 信 （ 裏 ）

返 信

申 込 者 の

郵 便 番 号

申 込 者 の

住  所 ・ 氏  名

１.  受 講 希 望 講 座 名

２.  氏 名 （ ふ り が な ）

3.  性 別 ・ 年 齢

4.  郵 便 番 号 ・ 住 所

5.  携 帯 番 号 ま た は 自 宅 電 話 番 号

以 下 は 該 当 者 の み 記 入

6.  託 児 希 望 （ あ る 場 合 )

7.  在 勤 先 ( 市 外 在 住 者 )

8.  在 学 先 （ 中 高 生 ）

9.  保 護 者 名 と 連 絡 先

8 5 円 8 5 円 ○  『 は が き （ １ 枚 に つ き

1  講 座 １ 人 ) 』 で お 申 し

込  み く だ  さ い  。

○  「 往 復 は が き 」及 び「 官

製  は  が き 」 の  記  入  に は  、

『  油  性  ボ  ー ル  ペ ン  』 を

使  用  し て く だ  さ い  。

［ 記 入 例 ］

受 講 生

募 集

い ば ら き 電 子 申 請 ・ 届 出 サ ー ビ ス で の 申 込 み

■ 申 込 期 間 　 　 令  和 ８ 年 ８ 月 １ 日 (  土 )  ～ ８ 月 １ ２ 日 (  水  ）  

■ 託 児 保 育 　

○  『 ♥♥ 』 の あ る 講 座 は 、「 満 １ 歳  以  上 小 学 ３ 年 生 以 下 」 の お 子 様 １

人  に つ き １ 回 １ 時  間 １ ０ ０ 円  で  保  育 し ま す 。

○  事 前 (  講 座 日 １ ０ 日 前 ま で )  に お 申 し 込 み が あ れ ば 、 希 望 す

る 回  だ け の  託  児 も お  受  け し ま す 。

■ そ の 他

○  受 講 決 定 前 で も 、 公 民 館 か ら ご 連 絡 を 入 れ る 場 合 が あ り

ま す の で 、 中 央 公 民 館 の 電 話 番 号 を 登 録 し て お い て く だ

さ い 。

○  お 申 し 込 み 後 の キ ャ ン セ ル は 、 速 や か に 電 話 で ご 連 絡 く

だ さ い 。

○ 講 座 開 始 前 に 日 程 等 の 変 更 が 出 て く る 場 合 も あ り ま す 。

○  受 講 希 望 者 の 少 な い 講 座 、 講 師 の 都 合 、 天 候 等 の 状 況 に

よ り 、 開 催 が 中 止 に な る 場 合 が あ り ま す 。

官 製 （ 表 ）

申 込 者 の
郵 便 番 号

申 込 者 の

住  所 ・ 氏  名

8 5 円

官 製 （ 裏 ）

※  こ  ち  ら  の  面
に は 何 も 記
入 し な い で
く だ  さ い  。

●  保 護 者 の メ ー ル

ア ド レ ス で お 申

し 込 み く だ さ い 。

●  学  業  等  に  差  し  支

え な い 範 囲 で お

申 し 込 み く だ さ い 。

一 般 中 学 生 ～ 高 校 生



か ら だ の 緊 張 を 解 き 、 様 々 な ス ト レ ス か ら の 解 放 を

目 指 し ま す 。 心 と 体 の バ ラ ン ス を 意 識 し な が ら 行 う

た め 、 い つ も と 違 う 感 覚 の ス ト レ ッ チ を 体 験 ！
白 磁 の 食 器 に 、 好 み の 模 様 を 貼 り 付 け ま す 。

欠 席 の 場 合 は 、 材 料 費 は い た だ き ま せ ん 。

箏 は 貸 与 し ま す 。

箏 爪 は 、 サ イ ズ が 合 え ば 貸 与 で き ま す 。

※ 本 年 度 は 伴 奏 の 方 が 変 更 に な り ま す 。身 に 付 け る こ と を 目 標 に と こ と ん 蕎 麦 打 ち ！ 身 に 付 け る こ と を 目 標 に と こ と ん 蕎 麦 打 ち ！

作 品 に 入 れ ら れ る 「 多 肉 植 物 」 を プ レ ゼ ン ト ！

第 1 回 ： 茨 城 大 学 特 任 教 授

全

3回

1 0 / 2 3 ㈮
講 師 ： 石 井 純 一 先 生

内 容 ： 古 典 を 楽 し む

第 2 回 ・ 3 回 ： 県 立 歴 史 館 職 員

1 1 / 1 0 ㈫
講 師 ： 由 波 俊 幸 先 生

内 容 ： 徳 川 慶 喜 の 実 像

1 2 / 8 ㈫
講 師 ： 小 澤 重 雄 先 生

内 容 ： 常 陸 の 古 墳

全

1 0回

① 1 0 / 2  ② 1 0 / 1 6  ③ 1 0 / 3 0
④ 1 1 / 6  ⑤ 1 1 / 2 0  ⑥ 1 2 / 4
⑦  1 2 / 1 8  ⑧  1 / 1 5  ⑨ 1 / 2 9
⑩  2 / 1 2

全

1 0回

① 1 0 / 4  ② 1 0 / 2 5  ③ 1 1 / 1

④  1 1 / 2 9  ⑤  1 2 / 1 3  ⑥  1 2 / 2 7

⑦  1 / 1 0  ⑧  1 / 2 4  ⑨  2 / 7

⑩ 2 / 1 4

全

1 0回

① 9 / 2 4  ② 1 0 / 8  ③ 1 0 / 2 2

④ 1 1 / 5  ⑤ 1 1 / 1 9  ⑥ 1 2 / 1 0

⑦ 1 2 / 2 4  ⑧  1 / 1 4  ⑨  1 / 2 1

⑩  2 / 4

全

5回
① 9 / 2 5  ② 1 0 / 3 0  ③ 1 1 / 2 0

④ 1 2 / 2 5  ⑤ 1 / 2 9

■ 講 　 師  山 田 愛 美 先 生
■ 対 　 象  中 学 生 以 上
■ 定 　 員  2 0 人
■ 受 講 料  3, 0 0 0 円
■ 日 　 時  1 8 ： 0 0 ～ 1 9 ： 0 0  金 曜 日

■ 講 　 師  岩 間 久 江 先 生
■ 対 　 象  中 学 生 以 上
■ 定 　 員  2 5 人
■ 受 講 料  3, 2 0 0 円

■ 日 　 時  9 ： 3 0 ～ 1 1 ： 0 0  日 曜 日

■ 講 　 師  岩 渕 幸 子 先 生
■ 対 　 象  一 般
■ 定 　 員  2 0 人
■ 受 講 料  4, 5 0 0 円
■ 教 材 費  2, 5 0 0 円 ( 専 用 ス ケ ッ チ ブ ッ ク 等 ）

■ 日 　 時  9 ： 3 0 ～ 1 1 ： 3 0  水 曜 日

■ 講 　 師  佐 々 木 典 明 先 生
■ 対 　 象  中 学 生 以 上
■ 定 　 員  6 人
■ 受 講 料  7, 5 0 0 円
■ 材 料 費  6, 0 0 0 円
■ 日 　 時  1 8 ： 3 0 ～ 2 0 ： 3 0  水 曜 日

■ 講 　 師  佐 々 木 典 明 先 生
■ 対 　 象  一 般
■ 定 　 員  6 人
■ 受 講 料  6, 7 0 0 円
■ 材 料 費  6, 0 0 0 円
■ 日 　 時  9 ： 3 0 ～ 1 1 ： 3 0  木 曜 日

■ 講 　 師  籠 島 奈 美 子 先 生
■ 対 　 象  一 般
■ 定 　 員  1 0 人
■ 受 講 料  2, 1 0 0 円
■ 材 料 費  毎 回 集 金 （ 1 回 2, 0 0 0 円)
■ 日 　 時  1 0 ： 0 0 ～ 1 1 ： 3 0  火 曜 日

■ 講 　 師  木 村 望 先 生
■ 対 　 象  一 般
■ 定 　 員  2 4 人
■ 受 講 料  3, 0 0 0 円

■ 日 　 時  1 0 ： 0 0 ～ 1 1 ： 3 0  木 曜 日

■ 講 　 師  菊 華 世 裕 子 先 生
■ 対 　 象  中 学 生 以 上
■ 定 　 員  1 2 人
■ 受 講 料  5, 4 0 0 円
■ 教 材 費  1, 0 0 0 円 （ 楽 譜 代 ）
■ 日 　 時  1 0 ： 0 0 ～ 1 1 ： 3 0  土 曜 日

■ 講 　 師  中 山 仁 美 先 生
■ 対 　 象  一 般
■ 定 　 員  8 人
■ 受 講 料  4, 0 0 0 円
■ 材 料 費  6, 2 0 0 円
■ 日 　 時  1 0: 0 0 ～ 1 2: 0 0  水 曜 日

■ 講 　 師  杉 山 柳 霞 先 生

■ 対 　 象  一 般

■ 定 　 員  1 0 人

■ 受 講 料  3, 0 0 0 円

■ 材 料 費  毎 回 集 金 （ １ 回 2, 3 0 0 円 程 度 ）

■ 日 　 時  1 0 ： 0 0 ～ 1 1 ： 3 0  金 曜 日

■ 講 　 師  下 記 記 載
■ 対 　 象  一 般
■ 定 　 員  2 0 人
■ 受 講 料  1, 4 0 0 円
■ 日 　 時  1 0: 0 0 ～ 1 1: 3 0  

■ 伴 奏 者  石 川 良 子 さ ん
■ 対 　 象  一 般
■ 定 　 員  2 0 人
■ 受 講 料  1, 3 0 0 円
■ 教 材 費  2, 0 0 0 円 （ 楽 譜 代 ）

■ 日 　 時  1 0: 0 0 ～ 1 1: 0 0  金 曜 日

1 回 目 か ら 効 果 を 実 感 で き る『 機 能 改 善 プ ロ グ ラ ム 』

骨  盤  の  歪  み  を リ セ ッ ト  す  る  た  め  の  メ ゾ  ッ ト

2  ポ ー セ ラ ー ツ   新 規  ♥♥1  バ ラ ン ス コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン  新 規  

白 磁 に 好 み の 模 様 で 世 界 に 一 つ の オ リ ジ ナ ル 作 品

体 を 伸 ば し て 動 か し て 、 心 も 一 緒 に ス ッ キ リ 爽 快 ！

3  モ ル タ ル デ コ  新 規  ♥♥

庭 や 部 屋 に 飾 れ る『 イ ン テ リ ア オ ブ ジ ェ 』 m y o w n ！ 

季 節 や 行 事 を テ ー マ に し た 作 品 を 作 り ま す 。

7  ス ケ ッ チ と 着 彩  ♥♥

1 0  夜 の 蕎 麦 打 ち 入 門  

水 彩 色 鉛 筆 の 色 々 な 着 彩 法 を 学 ぶ 日 本 の 古 典 楽 器 。 一 度 体 験 し て は い か が ？ 悠 久 の と き を 経 た 歴 史 の 物 語 に 触 れ る

自 分 で 蕎 麦 を 打 っ て 、 家 族 と 一 緒 に 味 わ っ て ！ で き た て の 手 打 ち 蕎 麦 を お 昼 に ど う ぞ ！ 音 程 な ん か 気 に せ ず 、 思 い っ き り 歌 い ま し ょ う ！

8  お 箏 の 教 室  ♥♥

1 1  朝 の 蕎 麦 打 ち 入 門  ♥♥

9  ラ イ フ カ レ ッ ジ  ♥♥

1 2  ソ ン グ  ♥♥

全

1 0回

① 9 / 3 0  ② 1 0 / 1 4  ③ 1 0 / 2 8
④ 1 1 / 1 1  ⑤ 1 1 / 2 5  ⑥ 1 2 / 9
⑦ 1 2 / 2 3  ⑧ 1 / 1 3  ⑨ 1 / 2 7
⑩ 2 / 1 0

主 な 内 容

① 鉛 筆 ス ケ ッ チ の 練 習

② ペ ン ス ケ ッ チ の 練 習

③ ～ ⑩ 水 彩 色 鉛 筆 の 技 法( ド ラ イ 、

ウ エ ッ ト 等) で 、 静 物 ・ 風 景 ・ 自 由 画

の ス ケ ッ チ と 着 彩

全

8回

① 1 2 / 5  ② 1 2 / 1 2  ③ 1 2 / 1 9  
④ 1 2 / 2 6  ⑤ 1 / 9  ⑥ 1 / 1 6
⑦ 1 / 2 3  ⑧ 1 / 3 0

主 な 内 容
① ～ ④ 箏 の 基 礎 知 識 と 基 本 の 練 習

⑤ ～ ⑧ 『 さ く ら さ く ら 』 の 合 奏 練 習

全

5回
① 9 / 3 0  ② 1 0 / 1 4  ③ 1 0 / 2 8  

④ 1 1 / 1 1  ⑤ 1 1 / 2 5

全

5回
① 1 0 / 1  ② 1 0 / 1 5  ③ 1 0 / 2 9

④ 1 1 / 1 2  ⑤ 1 1 / 2 6

全

5回
① 1 0 / ２  ② 1 1 / 6  ③ 1 2 / 4

④ 1 / 1 5  ⑤ 2 / 1 2

全

4回

① 1 0 / 7  モ ル タ ル デ コ 『 切 株 』 の 成 形

② 1 1 / 4  『 切 株 』 の 着 色 ～ 完 成

③ 1 / 6  モ ル タ ル デ コ 『 B O O K 』 の 成 形

④ 2 / 3  『 B O O K 』 の 着 色 ～ 完 成

全

3回

① 9 / 2 9  マ グ カ ッ プ

② 1 1 / 2 4  X m a s ツ リ ー プ レ ー ト

③ 2 / 1 6  春 の カ ッ プ ＆ ソ ー サ ー

4  自 力 整 体  5  ダ ン ス ＆ ス ト レ ッ チ  ♥♥ 6  フ ラ ワ ー ア レ ン ジ メ ン ト  ♥♥

○  『 ♥♥ 』 マ  ー  ク  の  付  い  た  講  座  で  は  、  日  曜  ・  夜  間  を  除  い  て「  託  児  保  育  」 を  実  施  し  ま  す  。

○ 公 民 館 で は 講 師 を 随 時 募 集 し て い ま す 。 教 養 、 芸 術 、 運 動 等 で 自 分 の ス キ ル を 活 か し ま せ ん か 。 公 民 館 ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。


